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最
近
「
済
生
会
栗
橋
病
院
移
転
反

対
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
栗
橋
の
全
地
域
に

貼
り
出
さ
れ
ま
し
た
。 

「
済
生
会
病
院
が
残
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

強
い
思
い
が
溢
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
声
が
、
済
生
会
に
届
い
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

し
か
し
、 

２
月
15
日
に
は
第
６
回
目

の
「
あ
り
方
」会
議
が
開
催
さ
れ
、
済
生

会
栗
橋
病
院
か
ら
は
「
Ｂ
案
、
す
な
わ

ち
加
須
市
に
て
施
設
整
備
を
す
る
」
と

の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
久
喜
市
は
「賛
成
で
き
な
い
。
現
在
地 

マ
ス
メ
デ
ス
ア
の
役
割 

今
日
、
多
く
の
人
た
ち
に
情
報
を
提
供
す
る
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
古

く
か
ら
あ
る
新
聞
や
雑
誌
な
ど
紙
の
媒
体
を
用

い
た
も
の
を
除
く
と
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
は
テ

レ
ビ
で
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
最
新
の

メ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
が
、
携
帯
電
話
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
年
配
の

方
は
苦
手
で
す
。 

最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
て
い
る
た
め

か
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
事
故
や
火
災
の
画
面
が
放

映
さ
れ
ま
す
。
天
気
予
報
と
共
に
見
る
機
会
の

多
い
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
す
が
、
す
っ
か
り
パ
タ
ー
ン

化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
乱
暴
極
ま
り
な
い
言 

 

 

 

動
、
小
池
劇
場
の
あ
れ
こ
れ
が
必
ず
採

り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
最
新
の
事
件
報

道
を
混
ぜ
た
番
組
編
成
は
各
局
と
も

殆
ん
ど
同
じ
で
す
。 

国
会
で
は
、
内
戦
状
態
に
あ
る
南
ス
ー

ダ
ン
への
自
衛
隊
派
遣
を
め
ぐ
る
稲
田

防
衛
大
臣
の
態
度
、
「共
謀
罪
」に
関
す

る
金
田
法
務
大
臣
の
答
弁
な
ど
が
追

及
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

採
り
上
げ
方
は
小
さ
く
、
こ
の
問
題
の

危
険
性
を
し
っ
か
り
報
道
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
頼
り
な
く
な
っ
て
い

る
今
、
多
数
議
席
を
武
器
に
悪
法
を

次
々
に
持
ち
出
す
安
倍
政
権
の
実
態 

に
残
る
『Ａ
』
案
で
あ
れ
ば
必
要
な
支
援

を
す
る
」と
表
明
し
、
結
論
は
３
月
の
会

議
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。 

私
は
議
会
で
、
「
あ
り
方
」
は
、
済
生

会
病
院
が
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
に

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し
、
市
民 

 

や
関
係
団
体
の
理
解
を
得
る
場
と
す
べ
き

で
、
加
須
市
は
そ
の
結
論
が
出
る
前
か
ら

「
札
束
を
積
み
」
会
議
の
場
を
「
競
り
」
の

場
に
し
て
し
ま
っ
た
。
久
喜
市
の
対
応
は

適
切
で
あ
る
と
評
価
し
ま
し
た
。 

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
た
か
?
得
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
済
生
会
病
院
は
「
あ
り

方
」
で
結
論
を
出
す
前
に
、
栗
橋
の
市
民

に
説
明
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

栗
橋
町
が
誘
致
し
、
市
民
と
病
院
が

共
に
手
を
つ
な
ぎ
医
療
連
携
を
作
り
上

げ
て
来
た
の
で
す
。
済
生
会
栗
橋
病
院
に

は
、
お
金
に
替
え
ら
れ
な
い
貴
重
な
財
産

が
積
み
上
が
っ
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 を
知
ら
せ
、
変
革
を
訴
え
る
活
動
は
ま

す
ま
す
重
要
で
す
。 

日
本
共
産
党
栗
橋
後
援
会 

会
長 

野
中
芳
郎 

恒例の「桃の花見」 

 

 

 

 

2 月 25 日、栗橋地域総行動（提

灯デモ）は、40 名が参加し行な

われました。 

済
生
会
は
市
民
に
説
明
を 

 

日
本
の
野
鳥 

(25) 

 

 今回紹介します鳥は日本で生まれ育

っているツルで、頭頂部の赤い（丹）皮

膚から「タンチョウ」と呼ばれておりま

す。一時は絶滅しかかりましたが、釧路

近郊の鶴居村などでの保護活動により、

次第に復活してきました。主な生息地は

釧路湿原に集中し、その地域を広げる

活動にも関わらず、あまり広がっていま

せん。タンチョウはその鳴きあいや踊りな

どがよく知られています。つがいは一度

成立しますと、一生涯続くと言われてい

ます。     写真・文 山中 武士 

日本共産党栗橋後援会  

 

 

い つ ： 3 月 26 日 (日) 11：00 ～ 

どこで ： 古河総合公園 

参加費： 1000 円 

 

皆さんの参加をお待ちしています 

 

  

済生会病院は市民との対話を 



 


